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2014年度 一般社団法人長岡青年会議所

事業報告書
委員会名:
おまつり委員会
委員長名:
丸山　司
事業名:

「和」未来に繋ぐ心
文書名:

おまつり委員会5月担当例会事業報告ス協1
文書作成者:
石橋智宏
作成日:

平成26年6月 14日
室長確認日:
平成26年6月 14日




【事業要綱】

1. 事業実施に至る背景
　 世界から称賛される日本の精神文化は先人たちより脈々と受け継がれてきました。　しかしながら現代社会に目を向けると利己主義が蔓延し、連日のように痛ましい事件が後を絶たない現実があります。反面、日本人の心には受け継がれてきた和の精神も息づいています。日本人の魂である崇高な精神文化を未来へ継承していくためには、改めて自国に自信と誇りを持つことが必要です。
2. 事業目的(対外)
   無し
3. 事業目的(対内)
   本例会を通じ、日本人の心に息づく和の心を改めて学び知り、新たな気づきを得ることで、自身の心に眠る日本人の魂を呼び覚まし、自国に自信と誇りを持ち崇高な精神文化を未来へ継承できる人財になることを目的とします。
4. 事業の対象者

(1)対外対象者:なし
(2)対内対象者:長岡JCメンバー


【事業概要】

1. 実施日時

(1)実施日:平成26年5月19日(月)
(2)実施時間:19:00～21:00



(3)設営時間:16:00～22:00



2. 実施会場

(1)会場名:長岡グランドホテル
(2)会場図:長岡グランドホテル　(会場レイアウト)
3. 参加員数結果報告並びに参加推進計画検証　
(1)対外対象者

無し
(2)対内対象者

長岡JCメンバー165人　　　　　　　　　　　　　　　　※平成26年5月 19日現在

事務局員         1人
合計  参加員数計画 166 人に対して、 138 人（出席率83％）
メンバー出欠表
(3)参加推進方法についての検証

① 対内対象者に対して、各委員会前のPR、メール配信、直接電話でのご案内をさせていただきました。多くの方に参加していただけたと認識しています。
② メールでの参加取り纏めで、返信期日内に返信がなかったメンバーに対して対応が遅れてしまいました。
③ 各委員会へのPRの際に、委員会開催場所の変更が把握できず戸惑う場面がありました。
4. 外部協力者(協力種別)
 【講師】宮本辰彦氏
        ※講師プロフィール　　※講師選定理由　　※講師出演依頼承諾書
5. 引用著作物の有無

無　
6. 実施組織

(1)組織図
(2)役割分担表
	内　容
	担　当

	統括　
	丸山司委員長

	統括補佐
	◎小林大輔副委員長、大川俊泰副委員長

	チーフ
	石橋智宏

	サブチーフ
	中村嘉則

	案内文配信
	◎髙坂英義会計幹事

	シナリオ作成
	◎大川俊泰副委員長

	講師出演交渉
	◎丸山司委員長、小林大輔副委員長、石橋智宏

	出欠確認
	◎髙坂英義会計幹事、高橋渉

	映像・資料作成
	◎中野和砂、高橋渉

	会場設営
	◎佐藤義治、小林正人、吉川浩司

	備品
	◎髙坂英義会計幹事、丸山一弥

	メンバー向け㏚
	◎白瀬辰次、小谷松蔵人、佐藤和哉


※担当リーダー◎

＜当日（講演会）＞
	内　容
	担　当

	統括
	丸山司委員長

	チーフ
	石橋智宏

	サブチーフ
	中村嘉則

	JCI Creed
	小谷松蔵人

	JCI Mission 並びにJCI Vision 
	小林大輔副委員長

	JC宣言文朗読並びに綱領唱和
	佐藤和哉

	長岡JC宣言唱和
	丸山司委員長

	アンケート調査結果報告
	◎小林大輔副委員長、小谷松蔵人

	趣旨説明
	◎石橋智宏

	司会
	◎大川俊泰副委員長

	会場設営
	◎佐藤義治、小林正人、吉川浩司

	映像担当
	◎中野和砂

	ステージ進行担当
	◎丸山一弥、佐藤和哉

	音響、照明担当
	◎白瀬辰次、小林正人

	講師アテンド担当
	◎小林大輔副委員長

	会場誘導・整理担当
	◎髙坂英義会計幹事、小谷松蔵人

	備品管理担当
	◎髙坂英義会計幹事、

	タイムキーパー
	◎中村嘉則

	議事録作成人
	吉川浩司

	議事録署名人
	佐藤義治、中村嘉則

	記録担当
	◎高橋渉


※担当リーダー◎

7. 事業目的達成の検証

(1)事業目的に達した点
① 参加されたメンバーからは、自国に対して勉強になったという声を多くいただきました。改めて学ぶことにより各々が家族や会社に持ち帰られたと思います。

② 事前アンケートを行い集計し発表することにより、現状の意識を知り講師の講演を聞くことで新たな学びや気づきを得てもらうことができました。
③ 君が代の歌詞の意味を知った上で、清書を行いより深くその意味を深く心に残すことができました。
④ 事後アンケートを集計した結果、多くのメンバーの方が自国に自信と誇りを持っていただいたくことができました。
事後アンケート 
　⑤ 事前アンケートからも感じましたが、本例会テーマに関してメンバーの意識が非常に　高く、更に参加していただいたことで崇高な精神文化を継承できる人財になれたと確信します。
　⑥ 講師との密な打ち合わせを行い、本例会の内容を深く理解していただいた結果、伝えて頂きたい内容をお話ししていただくことができました。

　　 また、講師宮本辰彦さんと深い絆を結ぶことができました。
　　 宮本辰彦さんからいただいたメール
(2)事業目的に達しなかった点
　① 非常に深く考え深いテーマであったため、解りやすく伝えることにとらわれ各ステップの時間配分が難しく、特に講演時間に制限をかけ過ぎた結果、講師が伝えたかったことすべてを聞いていただくことができませんでした。　

8.　実施上の問題点
(1)予算上の問題点
特になし
(2)運営上の問題点　　
① 事前アンケート配信に関し、集計サイト不具合のため返信を受け取ることが出来なくなり、再度事前アンケートの依頼メールを配信することになりました。
② 記録用ビデオカメラを例会当日に受け取ることになり、取扱いに不備が生じました。
③ 当日スケジュールに理事長と講師がご挨拶する場面を入れ、事前に周知しておくことが必要でした。
(3)その他の問題点　　
  特になし
　
9.　公益・共益の区別及び判断に関わる事項

◎公益目的事業の判断に関わる事項

(1)公益目的事業23項目該当番号・内容、及び理由

番号・内容:　無し    
理由:    
(2)上記の目的を実現するために事業実施において注力した点
無し
(3)判断理由
　 無し

①  事業の目的が不特定多数の利益になっていたと判断できる理由

②  事業の参加者が不特定多数である(広く一般に公開されていた)と判断できる理由

10.　次年度への引継事項
　① 会場設備と、持ち込み設備・プログラムの相性は、事前に何度も動作確認することが必要です。
② 例会設営時間全体について把握できるように、講師の有無を問わず、タイムキーパー役が重要と感じます。
　　③ 講師による講演を行う場合には、講演時間の延長を見据え、余裕のあるタイムスケジュールを組むことが必要です。また、タイムキーパーによる時間のコントロールと、 講師への速やかな伝達方法が重要と考えます。

④ 講師による講演を行う場合には、目的に沿った講師を選定するだけでなく講演内容を講師へ丸投げせず、講師との打ち合わせを密に行うことにより例会の趣旨目的を十分理解してもらうことが重要です。また、講師の方の講演スタイルを事前に確認し、綿密な打ち合わせを行うことが必要です。
⑤ 司会、映像、音響、照明の連携がスムーズに行えるか、会場を事前に下見することが必要です。会場によっては、機器類をなるべく近くに配置することで連携をスムーズに行うことができると考えます。また、インカムの使用方法を事前に確認するとともに、ルールを決めて使うことが重要です。
⑥ 例会会場（グランドホテル）は17:00からの準備となり、リハーサル時間に制限があります。会場を想定し、事前リハーサルを綿密に行うことが必要です。
⑦ 映像作成については、制作会社と密に打合せを行い、イメージを共有することが必要です。　

⑧ 上程スケジュール管理を徹底し、PR、準備に支障のないスケジュールを遂行することが必要です。
⑨ 講師例会の場合、講師に対し、理事長、スタッフの挨拶時間も考え対応し、事前に時間等を確認しておくことが必要です。
11.　決算総額

(1)  金178,235円
(2)　収支決算書
12.　委員長所見
　本例会の構築にあたり、課題であった「日本人の精神性」を継承するためにはどのように伝え、発信したらよいのか。簡単なようで非常に深く、難しいテーマでありました。難しいからこそ解りやすくメンバーへ伝えるために、国歌である「君が代」を切り口に展開させていただきました。先ずは、日本人の精神性について現状の意識を把握するために事前アンケート調査を取らせていただきましたが、想像していたより長岡JCメンバーの意識の高さに驚いたと同時に誇らしく思えました。そして、日本人の精神性について宮本辰彦氏の講演からは、新たな学びや気づきを得ていただいたものと例会の終わりに記載していただいた感想から読み取ることができたことが設営させていただいたおまつり委員会一同の喜びです。今後も国家斉唱する際には、本例会を思い返していただき、自身の心に眠る日本人の魂を呼び覚ましていただき、一人ひとりが自国に自信と誇りを持ち崇高な精神文化を継承していただければ幸いです。
設営面では至らぬ点が多々あったかと存じますが、佐田直人理事長をはじめ、スタッフの皆様、参加していただいたすべてメンバーの皆様にご協力を賜り、無事に設営できたことに心から感謝申し上げます。最後に石橋智宏チーフをはじめ、親愛なるおまつり委員会メンバーに感謝し、委員長所見とさせていただきます。一心。




【使用資料一覧】

(1)使用資料

①  案内文
②  収支予算書
③　事前アンケート
④　事後アンケート(集計、記載)
⑤　垂れ幕デザイン
⑥　例会シナリオ
⑦　例会出欠表
(2)参考資料
①　備品リスト
　②　講師プロフィール
　③　講師選定理由
　④　講師候補者案
　⑤　和の定義
　⑥　例会構成図
⑦　会場レイアウト(長岡グランドホテル・悠久の間)
　⑧　講師出演依頼承諾書
　⑨　宮本辰彦さんからいただいたメール


上程スケジュール
第12回おまつり委員会           平成26年　6月 13日
第22回スタッフ会議　　　　　　 平成26年　6月 18日


今後の上程スケジュール
第23回スタッフ会議　　　　　　 平成26年　7月　2日

第13回理事会          　　　　 平成26年　7月　9日


【前回までの流れ(意見と対応)】
第22回スタッフ会議　　　　　　 平成26年　6月 18日
1

